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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体像を画像表示手段にて観察するライブビューモードと被写体像を光学ファインダ
で観察する光学ファインダモードとのファインダモードを備えた撮像装置であって、
　撮像素子の前方に配置される光学部材を振動させる振動手段と、
　前記画像表示手段と前記振動手段の動作を制御する制御手段と、
　前記撮像装置の電源を投入するための操作手段と、
　前記撮像装置の撮影モードを設定する撮影モード設定手段とを有し、
　前記制御手段は、前記撮影モード設定手段によって前記ファインダモードが前記ライブ
ビューモードに固定される撮影モードが設定される場合には、前記操作手段の操作に応じ
て、前記振動手段による前記光学部材の振動動作を行うことなく、前記ライブビュー画像
の表示を開始させ、前記撮影モード設定手段によって前記ファインダモードが前記ライブ
ビューに固定されない撮影モードが設定される場合には、前記ファインダモードを前記光
学ファインダモードとして、前記操作手段の操作に応じて、前記振動手段による前記光学
部材の振動動作を行うことを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　被写体像を画像表示手段にて観察するライブビューモードと被写体像を光学ファインダ
で観察する光学ファインダモードとのファインダモードを備えた撮像装置であって、
　撮像素子の前方に配置される光学部材を振動させる振動手段と、
　前記画像表示手段と前記振動手段の動作を制御する制御手段と、
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　前記撮像装置の電源を投入するための操作手段と、
　前記撮像装置の撮影モードを設定する撮影モード設定手段とを有し、
　前記制御手段は、前記撮影モード設定手段によって動画撮影モードが設定される場合に
は、前記操作手段の操作に応じて、前記振動手段による前記光学部材の振動動作を行うこ
となく、前記ライブビュー画像の表示を開始させ、前記撮影モード設定手段によって前記
動画撮影モード以外の撮影モードが設定される場合には、前記ファインダモードを前記光
学ファインダモードとして、前記操作手段の操作に応じて、前記振動手段による前記光学
部材の振動動作を行うことを特徴とする撮像装置。
【請求項３】
　被写体像を画像表示手段にて観察するライブビューモードと被写体像を光学ファインダ
で観察する光学ファインダモードとを備えた撮像装置であって、
　撮像素子の前方に配置される光学部材を振動させる振動手段と、
　前記画像表示手段と前記振動手段の動作を制御する制御手段と、
　前記撮像装置の電源を投入するための操作手段と、
　前記ライブビューモードと前記光学ファインダモードとを切り換えるファインダモード
設定手段とを有し、
　前記制御手段は、前記ファインダモード設定手段によって前記ライブビューモードが設
定される場合には、前記操作手段の操作に応じて、前記振動手段による前記光学部材の振
動動作を行うことなく、前記ライブビュー画像の表示を開始させ、前記ファインダモード
設定手段によって前記光学ファインダモードが設定される場合には、前記操作手段の操作
に応じて、前記振動手段による前記光学部材の振動動作を行うことを特徴とする撮像装置
。 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、いわゆるライブビュー画像の表示機能と、撮像素子の前方に配置される光学
部材を振動させる機能とを有する撮像装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一眼レフデジタルカメラ等の撮像装置には、被写体の光学像を観察させる光学ファイン
ダと、撮像素子を用いて生成された被写体観察用のライブビュー画像をモニタに表示する
ライブビュー表示機能の双方を備えたものがある。
【０００３】
　また、特にレンズの交換が可能な一眼レフデジタルカメラには、撮像素子の受光面（カ
バーガラス）にごみ、埃、塵等の異物が付着することを回避するため、撮像素子の前方に
配置されるローパスフィルターを振動させる機能を有するものがある。このようなカメラ
は、特許文献１，２等に開示されている。そして、このようなローパスフィルターの振動
動作は、カメラの電源が投入されたり遮断されたりしたときに行われる場合が多い。特許
文献２には、使用者の任意の操作に応じてローパスフィルターの振動動作を行うカメラが
開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００５－２００７８号公報
【特許文献２】特開２００７－１１０５０６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記のようなローパスフィルターの振動動作は、クイックリターンミラーが収容された
ミラーボックス内への異物の拡散を防止するために、シャッタを閉じた状態で行うのが望
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ましい。
【０００６】
　しかしながら、シャッタを閉じた状態でローパスフィルターの振動動作を行うと、該振
動動作が終了してシャッタが開放されるまではライブビュー画像を表示することができな
い。このため、電源の投入に応じてローパスフィルターの振動動作を行うカメラでは、電
源を投入した直後からライブビュー画像を表示することができず、この結果、シャッタチ
ャンスを逃す可能性がある。
【０００７】
　本発明は、撮像素子の前方に配置される光学部材を振動させる機能を有しながらも、ラ
イブビュー画像の表示開始に遅れが生じないようにした撮像装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一側面としての撮像装置は、被写体像を画像表示手段にて観察するライブビュ
ーモードと被写体像を光学ファインダで観察する光学ファインダモードとのファインダモ
ードを備えた撮像装置であって、撮像素子の前方に配置される光学部材を振動させる振動
手段と、前記画像表示手段と前記振動手段の動作を制御する制御手段と、前記撮像装置の
電源を投入するための操作手段と、前記撮像装置の撮影モードを設定する撮影モード設定
手段とを有し、前記制御手段は、前記撮影モード設定手段によって前記ファインダモード
が前記ライブビューモードに固定される撮影モードが設定される場合には、前記操作手段
の操作に応じて、前記振動手段による前記光学部材の振動動作を行うことなく、前記ライ
ブビュー画像の表示を開始させ、前記撮影モード設定手段によって前記ファインダモード
が前記ライブビューに固定されない撮影モードが設定される場合には、前記ファインダモ
ードを前記光学ファインダモードとして、前記操作手段の操作に応じて、前記振動手段に
よる前記光学部材の振動動作を行うことを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明の他の一側面としての撮像装置は、被写体像を画像表示手段にて観察する
ライブビューモードと被写体像を光学ファインダで観察する光学ファインダモードとのフ
ァインダモードを備えた撮像装置であって、撮像素子の前方に配置される光学部材を振動
させる振動手段と、前記画像表示手段と前記振動手段の動作を制御する制御手段と、前記
撮像装置の電源を投入するための操作手段と、前記撮像装置の撮影モードを設定する撮影
モード設定手段とを有し、前記制御手段は、前記撮影モード設定手段によって動画撮影モ
ードが設定される場合には、前記操作手段の操作に応じて、前記振動手段による前記光学
部材の振動動作を行うことなく、前記ライブビュー画像の表示を開始させ、前記撮影モー
ド設定手段によって前記動画撮影モード以外の撮影モードが設定される場合には、前記フ
ァインダモードを前記光学ファインダモードとして、前記操作手段の操作に応じて、前記
振動手段による前記光学部材の振動動作を行うことを特徴とする。
【００１０】
　さらに、本発明の他の一側面としての撮像装置は、被写体像を画像表示手段にて観察す
るライブビューモードと被写体像を光学ファインダで観察する光学ファインダモードとを
備えた撮像装置であって、撮像素子の前方に配置される光学部材を振動させる振動手段と
、前記画像表示手段と前記振動手段の動作を制御する制御手段と、前記撮像装置の電源を
投入するための操作手段と、前記ライブビューモードと前記光学ファインダモードとを切
り換えるファインダモード設定手段とを有し、前記制御手段は、前記ファインダモード設
定手段によって前記ライブビューモードが設定される場合には、前記操作手段の操作に応
じて、前記振動手段による前記光学部材の振動動作を行うことなく、前記ライブビュー画
像の表示を開始させ、前記ファインダモード設定手段によって前記光学ファインダモード
が設定される場合には、前記操作手段の操作に応じて、前記振動手段による前記光学部材
の振動動作を行うことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
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　本発明によれば、撮像素子の前方に配置されるローパスフィルター等の光学部材を振動
させる機能を有しながらも、電源投入等のための操作手段の操作後、光学部材の振動動作
の終了を待つことなく、迅速にライブビュー画像の表示を開始することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の実施例１である一眼レフデジタルカメラの動作を示すフローチャート。
【図２】実施例１のカメラにおけるセンサークリーニング動作を示すフローチャート。
【図３】実施例１のカメラの電気的構成を示すブロック図。
【図４】実施例１のカメラ及び交換レンズの構成を示す概略図。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の好ましい実施例について図面を参照しながら説明する。
【実施例１】
【００１４】
　図４には、本発明の実施例１である撮像装置としての一眼レフデジタルカメラの構成を
示している。
【００１５】
　２００はカメラ本体である。１０１はカメラ本体２００に取り外し可能に装着される交
換レンズである。
【００１６】
　カメラ本体２００において、１０６は主ミラー（クイックリターンミラー）である。主
ミラー１０６は、後述する光学ファインダを使用して被写体を観察する状態（光学観察状
態）では撮影光路内に配置され、後述するライブビューモード及び撮像時（画像記録時）
には、撮影光路外に退避する。主ミラー１０６はハーフミラーであり、撮影光路内に配置
されている状態では、被写体からの光束（交換レンズ１０１からの光束）の一部を透過さ
せ、他の光束を光学ファインダに向けて反射する。
【００１７】
　１０７はサブミラーであり、光学観察状態では、主ミラー１０６とともに撮影光路内に
配置され、ライブビューモード及び撮像時には撮影光路外に退避する。撮影光路内に配置
されたサブミラー１０７は、主ミラー１０６を透過した光束を、後述する焦点検出ユニッ
ト１０９に向けて反射する。
【００１８】
　焦点検出ユニット１０９は、位相差検出方式によって交換レンズ１０１内の撮影光学系
の焦点状態を検出する。焦点状態の検出結果は、後述するマイクロコンピュータに送られ
る。
【００１９】
　２０２は交換レンズ１０１の予定結像面に配置されたピント板である。１０８はピント
板２０２上に形成された被写体像を反転させるペンタプリズムである。２０４は接眼レン
ズである。ピント板２０２、ペンタプリズム１０８及び接眼レンズ２０４により、ピント
板２０２上に形成された被写体像を、接眼レンズ２０４を通して観察できる光学ファイン
ダが構成される。
【００２０】
　２０５は結像レンズであり、２０６は結像レンズ２０５からの光束を用いて被写体輝度
を測定するための測光センサである。
【００２１】
　１１０はフォーカルプレンシャッタであり、主ミラー１０６及びサブミラー１０７が収
容されたミラーボックス（図示せず）の後端部に取り付けられている。
【００２２】
　１１２はＣＣＤセンサやＣＭＯＳセンサ等の光電変換素子としての撮像素子である。撮
像素子１１２は、交換レンズ１０１からの光束により形成された被写体像を光電変換する
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。
【００２３】
　１３２は撮像素子１１２の受光面（カバーガラス）の前方に配置される光学部材として
のローパスフィルターである。ローパスフィルター１３２と撮像素子１１２との間は、ご
み等の異物が侵入しないように封止されている。
【００２４】
　１１８はカメラ本体２００の背面に設けられた画像表示手段としてのモニタである。該
モニタ１１８は、後述するライブビュー画像や撮像によって記録媒体に記録された撮影画
像を表示する。ライブビュー画像とは、撮像素子１１２を用いて生成されてモニタ１１８
に表示される被写体観察用の動画像であって、光学ファインダと同様な被写体観察を電子
的に行わせるための画像である。ライブビュー画像は、記録のために生成される撮影画像
（静止画像や動画像）とは異なる。
【００２５】
　そして、ライブビュー画像をモニタ１１８に表示させるモード（第１のモード）が、ラ
イブビューモードである。これに対して、光学ファインダを通して被写体観察を行わせる
モード（第２のモード）を、以下、光学ファインダモードという。ライブビューモードと
光学ファインダモードをまとめてファインダモードともいう。本実施例の一眼レフデジタ
ルカメラは動画撮影モードを備えており、この動画撮影モードが選択される場合には、フ
ァインダモードがライブビューモードに固定され、光学ファインダモードは選択すること
ができない。
【００２６】
　交換レンズ１０１において、３０１は光軸方向に移動して焦点調節を行うフォーカスレ
ンズとしての第１レンズユニットである。３０２は光軸方向に移動して変倍を行う変倍レ
ンズとしての第２レンズユニットである。３０３は固定された第３レンズユニットである
。１０４は光量を調節する絞りである。これら第１～第３レンズユニット３０１～３０３
及び絞り１０４により撮影光学系が構成される。
【００２７】
　１０２は第１レンズユニット３０１をフォーカスアクチュエータによって光軸方向に移
動させるＡＦ駆動回路である。１０３は第２レンズユニット３０２をズームアクチュエー
タによって光軸方向に移動させるズーム駆動回路である。１０５は絞り１０４に設けられ
た絞り羽根を絞りアクチュエータによって動作させて、開口径を変化させる絞り駆動回路
である。ＡＦ駆動回路１０２、ズーム駆動回路１０３及び絞り駆動回路１０５の動作は、
後述するマイクロコンピュータにより制御される。
【００２８】
　３０８はカメラ本体２００と交換レンズ１０１との通信インターフェースとなるレンズ
マウント接点である。
【００２９】
　図３には、本実施例のカメラの電気的構成を示している。図３において、図１に示した
構成要素と同じ構成要素には、図１中と同じ符号を付して説明に代える。
【００３０】
　１１１はシャッタ駆動回路であり、マイクロコンピュータ１２３からの制御信号に応じ
てフォーカルプレンシャッタ１１０、主ミラー１０６及びサブミラー１０７を駆動する。
マイクロコンピュータ１２３は、ライブビューモードでは、前述したように、主ミラー１
０６及びサブミラー１０７を撮影光路外に退避させ（以下、この動作をアップ動作という
）、フォーカルプレンシャッタ１１０を開放状態にする。これにより、交換レンズ１０１
からの光束が、撮像素子１１２に到達して被写体像を形成する。なお、主ミラー１０６及
びサブミラー１０７を撮影光路内に戻す動作を、以下、ダウン動作という。
【００３１】
　１３３は振動手段としてのローパスフィルター駆動回路であり、マイクロコンピュータ
１２３からの制御信号に応じて、ローパスフィルター１３２を圧電素子等のアクチュエー
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タを用いて振動させる。これによりローパスフィルター１３２の表面に付着した異物をふ
るい落とすことができる。
【００３２】
　１１３は撮像素子１１２からのアナログ出力信号をクランプするクランプ回路である。
１１４はクランプ回路１１３から出力されたアナログ出力信号のゲインをコントロールす
るＡＧＣ回路である。１１５はＡ／Ｄ変換器であり、ＡＧＣ回路１１４からのアナログ信
号をデジタル信号に変換する。
【００３３】
　１１６は画像生成手段としての映像信号処理回路であり、Ａ／Ｄ変換器１１５からのデ
ジタル信号に対して各種信号処理を行って画像データ（ライブビュー画像や撮影画像）を
生成する。画像データは、後述するモニタ駆動回路１１７及びメモリコントローラ１１９
に出力されるほか、マイクロコンピュータ１２３にも出力される。映像信号処理回路１１
６の動作は、マイクロコンピュータ１２３により制御される。
【００３４】
　モニタ駆動回路１１７は、マイクロコンピュータ１２３からの制御信号に応じてモニタ
１１８の表示／非表示を切り替えたりモニタ１１８にライブビュー画像や撮影画像の表示
動作を行わせたりする。
【００３５】
　１２０は前述した記録媒体としてのメモリ（半導体メモリや光ディスク等）であり、カ
メラ本体２００に対して着脱が可能である。また、１２１はマイクロコンピュータやプリ
ンタ等の外部装置との接続を可能とする外部インターフェースである。本実施例のカメラ
は、外部インターフェース１２１を介して外部装置に出力された画像データ（ライブビュ
ー画像や撮影画像）を、該外部装置に設けられた表示手段としてのモニタに表示させるこ
とも可能である。
【００３６】
　メモリコントローラ１１９は、メモリ１２０及び外部インターフェース１２１を介した
外部装置との画像データのやり取りを制御するである。
【００３７】
　１２４は操作回路であり、撮影準備スイッチ１２５（以下、ＳＷ１という）と撮影スイ
ッチ１２６（以下、ＳＷ２という）の操作に応じた信号を生成して、マイクロコンピュー
タ１２３に出力する。ＳＷ１は、不図示のレリーズボタンの半押し操作（第１ストローク
操作）によってオンになる。ＳＷ２は、レリーズボタンの全押し操作（第２ストローク操
作）によってオンになる。マイクロコンピュータ１２３は、ＳＷ１のオンに応じて、ＡＦ
や測光等の撮影準備動作を行う。また、ＳＷ２のオンに応じて、撮影画像の生成及び記録
動作（撮影動作ともいう）を行う。
【００３８】
　また、操作回路１２４は、操作手段としての電源スイッチ１２７が電源を投入するため
に操作されたことを示す信号をマイクロコンピュータ１２３に出力する。また、操作回路
１２４は、撮影モード設定手段としての撮影モードダイヤル１２８が設定された撮影モー
ドを示す信号をマイクロコンピュータ１２３に出力する。
【００３９】
　さらに操作回路１２４は、ファインダモード設定手段としてのライブビュースイッチ１
２９がモニタ１１８に画像の表示を行わせるために操作されたことを示す信号をマイクロ
コンピュータ１２３に出力する。また、操作回路１２４は、センサークリーニングスイッ
チ１３０が、ローパスフィルター１３２を振動動作させるセンサークリーニング動作を行
わせるために操作されたことを示す信号をマイクロコンピュータ１２３に出力する。マイ
クロコンピュータ１２３は、操作回路１２４からの各信号によって各スイッチの操作の有
無を検出することができる。
【００４０】
　１３０は不揮発性メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）であり、マイクロコンピュータ１２３の動作
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や処理に必要なコンピュータプログラムやデータを保持する。
【００４１】
　１３１はバッテリであり、カメラ本体２００及び交換レンズ１０１の動作に必要な電源
を供給する。
【００４２】
　次に、図１及び図２のフローチャートを用いて、本実施例のカメラの動作（制御方法）
について説明する。図１はカメラのメイン動作を示している。図２はメイン動作内で行わ
れるセンサークリーニング動作を示している。これらの動作（処理）は、マイクロコンピ
ュータ１２３によりコンピュータプログラムに従って実行される。なお、「Ｓ」は、ステ
ップを意味する。
【００４３】
　Ｓ７０２では、マイクロコンピュータ１２３は、電源スイッチ１２７がオンしたか否か
を判断（検出）する。電源スイッチ１２７がオフであればＳ７０２での判断を繰り返し、
電源スイッチ１２７がオンであればＳ７０５に進み、所定の初期化処理を行う。
【００４４】
　次に、Ｓ７０８では、マイクロコンピュータ１２３は、撮影モードダイヤル１２８にて
動画撮影モードが設定されるかどうかを判定する。動画撮影モードが設定される場合には
ファインダモードがライブビューモードに固定され、光学ファインダモードは設定するこ
とができない。一方、撮影モードダイヤル１２８にて動画撮影モード以外の撮影モードが
設定される場合には、まず光学ファインダモードが設定される。そして、その後、ライブ
ビュースイッチ１２９の操作によってライブビューモードを設定することができる。本ス
テップにおいて、撮影モードダイヤル１２８にて設定される撮影モードが動画撮影モード
である場合は、Ｓ７０９に進む。
【００４５】
　Ｓ７０９では、マイクロコンピュータ１２３は、シャッタ駆動回路１１１を通じて、主
ミラー１０６及びサブミラー１０７をアップ動作させ、さらにフォーカルプレンシャッタ
１１０を開放させる。これにより、撮像素子１１２上に被写体像が形成される。マイクロ
コンピュータ１２３は、撮像素子１１２の駆動を開始し、撮像素子１１２から光電変換に
より得られた信号を出力させる。
【００４６】
　Ｓ７１０では、マイクロコンピュータ１２３は、映像信号処理回路１１６に、撮像素子
１１２からの信号に基づいて、ライブビュー画像を生成させる。
【００４７】
　Ｓ７１１では、マイクロコンピュータ１２３は、生成されたライブビュー画像をモニタ
１１８に出力し、該ライブビュー画像に表示動作（以下、ライブビュー表示ともいう）を
開始させる。そして、Ｓ７１５へ進む。
【００４８】
　一方、Ｓ７０８においてファインダモードが光学ファインダモードであったときは、Ｓ
７１２に進み、ローパスフィルター駆動回路１３３にローパスフィルター１３２を振動動
作させるセンサークリーニング動作を行う。ここでのセンサークリーニング動作は、１回
（１サイクル）のみ行われる。そして、Ｓ７１５へ進む。
【００４９】
　このように、本実施例では、撮影モードダイヤル１２８にて動画撮影モードが設定され
ている場合（ライブビュー表示を行わせる場合）は、電源スイッチ１２７のオン操作に応
じて、センサークリーニング動作を行わせずにライブビュー表示を開始させる。したがっ
て、電源スイッチ１２７のオン操作後、センサークリーニング動作の終了を待つことなく
、迅速にライブビュー表示を開始することができ、ライブビュー画像を通じた被写体観察
を開始することができる。一方、撮影モードダイヤル１２８にて動画撮影モード以外が設
定される場合には、光学ファインダを通して被写体観察を行えるため、電源スイッチ１２
７のオン操作に応じてセンサークリーニング動作を行うことで、ローパスフィルター１３
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２に付着した異物をふるい落とすことができる。
【００５０】
　Ｓ７１５では、マイクロコンピュータ１２３は、モニタ１１８にライブビュー画像が表
示されている状態（ライブビュー状態）か否か判定する。ライブビュー状態であれば、Ｓ
７１８をスキップしてＳ７２５に進む。ライブビュー状態でなければ、Ｓ７１８へ進む。
【００５１】
　Ｓ７１８では、センサークリーニングスイッチ１３０がオン操作されたか否かを判定す
る。センサークリーニング動作は、前述した電源投入時と後述する電源遮断時に自動的に
行われるほか、センサークリーニングスイッチ１３０のオン操作によっても行わせること
ができる。センサークリーニングスイッチ１３０がオンであれば、Ｓ７２２に進む。Ｓ７
２２では、マイクロコンピュータ１２３は、センサークリーニング動作を行わせる。この
ときのセンサークリーニング動作は、２回（２サイクル）行われ、異物の除去率を高めて
いる。センサークリーニング動作が終了すると、Ｓ７２５に進む。また、センサークリー
ニングスイッチ１３０がオフであれば、Ｓ７２５に進む。
【００５２】
　Ｓ７２５では、マイクロコンピュータ１２３は、ライブビュースイッチ１２９が操作さ
れたか否かを判定する。本実施例では、光学ファインダモードのときにライブビュースイ
ッチ１２９が操作されたときはライブビューモードに切り換えて、ライブビュー表示を開
始する。ライブビュー状態においてライブビュースイッチ１２９が操作されたときはライ
ブビュー表示を終了して、光学ファインダモードに切り換える。ライブビュースイッチ１
２９が操作された場合はＳ７４２に進み、操作されていない場合はＳ７２８に進む。
【００５３】
　Ｓ７４２では、マイクロコンピュータ１２３は、ライブビュー状態であるか否かを判定
する。ライブビュー状態であるときはＳ７５５に進みし、モニタ１１８の表示動作を停止
（ＯＦＦ）し、Ｓ７５８で撮像素子１１２の駆動を終了する。そして、Ｓ７６２で主ミラ
ー１０６及びサブミラー１０７をダウン動作させ、フォーカルプレンシャッタ１１０を閉
じて撮像素子１１２を遮光状態にする。このようにして、ライブビュー表示を終了し、Ｓ
７２８に進む。
【００５４】
　一方、Ｓ７４２でライブビュー状態でない場合には、Ｓ７４５に進み、マイクロコンピ
ュータ１２３は、主ミラー１０６及びサブミラー１０７をアップ動作させ、フォーカルプ
レンシャッタ１１０を開放状態にする。そして、Ｓ７４８にて、撮像素子１１２の駆動を
開始し、撮像素子１１２から光電変換により得られた信号を出力させる。さらに、Ｓ７４
８１０に進み、マイクロコンピュータ１２３は、映像信号処理回路１１６に、撮像素子１
１２からの信号に基づいてライブビュー画像を生成させ、Ｓ７５２にてライブビュー表示
を開始させる。そして、Ｓ７２８に進む。
【００５５】
　このときも、ライブビュー表示を行わせるためのライブビュースイッチ１２９の操作に
応じて、センサークリーニング動作を行わずにライブビュー表示を開始させる。これによ
り、センサークリーニング動作の終了を待つことなく、迅速にライブビュー表示を開始す
ることができる。
【００５６】
　Ｓ７２８では、マイクロコンピュータ１２３は、ＳＷ１がオンか否かを判定する。ＳＷ
１がオンであればＳ７３２に進み、前述した撮影準備動作を行う。ここでの焦点検出ユニ
ット１０９での検出結果に基づいて、ＡＦ駆動回路１０２によって第２レンズユニット３
０２が駆動され、被写体に対する合焦が得られる。そして、Ｓ７３５に進む。また、ＳＷ
１がオンでなければ、Ｓ７６５に進む。
【００５７】
　Ｓ７３５では、マイクロコンピュータ１２３は、ＳＷ２がオンか否かを判定する。ＳＷ
２がオンであればＳ７３８へ進み、マイクロコンピュータ１２３は撮影動作（撮像処理ル
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ーチン）を行う。光学ファインダモードから撮影動作を行う場合は、主ミラー１０６及び
サブミラー１０７をアップ動作させ、フォーカルプレンシャッタ１１０を動作させて撮像
素子１１２を露光する。露光終了後、撮像素子１１２から信号を読み出して、映像信号処
理回路１１６に撮影画像を生成させる。その後、主ミラー１０６及びサブミラー１０７を
ダウン動作させる。また、生成された撮影画像を、メモリ１２０に格納する。こうして撮
影動作を終了する。
【００５８】
　一方、ライブビューモード（ライブビュー状態）から撮影動作を行う場合は、マイクロ
コンピュータ１２３は、主ミラー１０６及びサブミラー１０７を撮影光路外に退避させた
まま、開放状態にあったフォーカルプレンシャッタ１１０を閉動作させる。これ以降は、
光学ファインダモードからの撮影動作と同じである。撮影動作が終了すると、再びライブ
ビュー状態に復帰する。そして、Ｓ７６５に進む。
【００５９】
　Ｓ７３５においてＳＷ２がオフであった場合は、Ｓ７２８に戻り、マイクロコンピュー
タ１２３は、再度ＳＷ１がオンか否かを判定する。ＳＷ１がオンでＳＷ２がオフの間は、
Ｓ７２８，Ｓ７３２，Ｓ７３５を繰り返す。
【００６０】
　Ｓ７６５では、マイクロコンピュータ１２３は、撮影モードダイヤル１２８、ライブビ
ュースイッチ１２９及びセンサークリーニングスイッチ１３０を含む各種スイッチが操作
されたか否かを判定する。いずれかのスイッチが操作された場合には、Ｓ７６８で操作さ
れたスイッチに対応する処理を行って、Ｓ７７０に進む。いずれのスイッチも操作されな
かった場合は、そのままＳ７７０に進む。
【００６１】
　Ｓ７７０では、マイクロコンピュータ１２３は、電源スイッチ１２７がオンのままであ
るか否か（オフされたか否か）を判定する。オンのままであればＳ７１５に戻って前述し
た動作を繰り返す。一方、電源スイッチ１２７がオフであれば、Ｓ７７１に進む。
【００６２】
　Ｓ７７１では、マイクロコンピュータ１２３は、ライブビュー状態であるか否かを判定
する。ライブビュー状態であれば、ライブビュー表示を終了するためにＳ７７２に進む。
【００６３】
　Ｓ７７２では、マイクロコンピュータ１２３は、電源スイッチ１２７がオフされたとき
にライブビュー状態であったこと（ライブビューモードが設定されていたこと）を不揮発
性メモリ１３５に記憶させる。
【００６４】
　次に、Ｓ７７５において、マイクロコンピュータ１２３は、モニタ１１８の表示動作を
停止（ＯＦＦ）し、Ｓ７７６で撮像素子１１２の駆動を終了する。さらに、Ｓ７７７で主
ミラー１０６及びサブミラー１０７をダウン動作させるとともに、フォーカルプレンシャ
ッタ１１０を閉動作させて撮像素子１１２を遮光状態にする。こうして、ライブビュー表
示を終了すると、Ｓ７７９に進む。
【００６５】
　また、Ｓ７７１でライブビュー状態でない場合は、Ｓ７７８に進み、マイクロコンピュ
ータ１２３は、電源スイッチ１２７がオフされたときに光学ファインダモードが設定され
ていたことを不揮発性メモリ１３５に記憶させる。そして、Ｓ７７９に進む。
【００６６】
　Ｓ７７９では、マイクロコンピュータ１２３は、その他の終了処理を行い、Ｓ７８０に
進む。
【００６７】
　Ｓ７８０では、マイクロコンピュータ１２３は、センサークリーニング動作を１回（１
サイクル）行わせて、電源を遮断する。
【００６８】
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　図２には、図１のＳ７１２，Ｓ７２２及びＳ７８０で実行されるセンサークリーニング
動作を示している。マイクロコンピュータ１２３は、Ｓ７１２，Ｓ７２２及びＳ７８０に
おいて、センサークリーニング動作を行うべき回数（サイクル数）を不揮発性メモリ１３
５から読み出す。また、センサークリーニング動作の開始に先立って、フォーカルプレン
シャッタ１１０を閉動作させる。
【００６９】
　Ｓ８１８では、マイクロコンピュータ１２３は、ローパスフィルター駆動回路１３３に
、ローパスフィルター１３２の振動動作を所定の振動パターンで行わせる。振動パターン
としては、ローパスフィルター１３２の大きさや厚み等に応じた周波数（単一の周波数や
複数の周波数）や振動方向、振動量等を含む。
【００７０】
　ローパスフィルター１３２の振動動作によってふるい落とされた異物は、不図示の吸着
板に吸着され、再びローパスフィルター１３２に付着しないようになっている。また、フ
ォーカルプレンシャッタ１１０が閉じられていることにより、ミラーボックス内に異物が
拡散することはない。振動動作が終了すると、Ｓ８２０に進む。
【００７１】
　Ｓ８２０では、マイクロコンピュータ１２３は、先に読み出したセンサークリーニング
動作の回数（サイクル数）を１つカウントダウンする。これにより残りのサイクル数が求
められる。
【００７２】
　次に、Ｓ８２２では、マイクロコンピュータ１２３は、残りのサイクル数が０になった
か否かを判定する。０でなければＳ８２４に進み、０であればセンサークリーニング動作
を終了する。
【００７３】
　Ｓ８２４では、マイクロコンピュータ１２３は、フォーカルプレンシャッタ１１０を動
作させる。これは、ローパスフィルター１３２の振動動作によってふるい落とされた異物
がフォーカルプレンシャッタ１１０に付着した場合に、これをふるい落とすためである。
【００７４】
　その後、Ｓ８２８において、マイクロコンピュータ１２３は、フォーカルプレンシャッ
タ１１０を閉動作させる。そして、Ｓ８１８に戻り、再び、ローパスフィルター１３２の
振動動作を行わせる。これにより、Ｓ８２４でフォーカルプレンシャッタ１１０からふる
い落とされた異物がローパスフィルター１３２に再付着したとしても、これをふるい落と
すことができる。
【００７５】
　こうして、Ｓ８２２で、残りサイクル数が０になると、マイクロコンピュータ１２３は
、センサークリーニング動作を終了する。
【実施例２】
【００７６】
　上記実施例１では、Ｓ７０８にて、マイクロコンピュータ１２３が、撮影モードダイヤ
ル１２８にて動画撮影モードが設定されるかどうかを判定する例を説明した。これはメイ
ンスイッチをオンしたときのファインダモードの設定が撮影モードによって決められてい
るからである。すなわち、動画撮影モードが設定されると、ライブビューモードが設定さ
れ、動画撮影モード以外が設定されると、光学ファインダモードが設定される。
【００７７】
　実施例２では、動画撮影モード以外が設定されたときには、メインスイッチをオンした
ときのファインダモードをライブビュースイッチ１２９の状態によって切り換える。すな
わち、動画撮影モード以外が設定されたときであっても、ライブビュースイッチ１２９に
よってライブビューモードが設定されていれば、メインスイッチをオンしたときのファイ
ンダモードをライブビューモードとする。
【００７８】
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　なお、実施例２では動画撮影モードが設定される場合にはライブビュースイッチ１２９
の状態に関わらず、ライブビューモードが設定されることとなる。このような実施例２で
は、図１のＳ７０８に代えて、マイクロコンピュータ１２３が、ライブビュースイッチ１
２９によってライブビューモードが設定されているかどうかを判定する。これ以外の動作
は実施例１と同様となる。
【００７９】
　以上説明した各実施例は代表的な例にすぎず、本発明の実施に際しては、各実施例に対
して種々の変形や変更が可能である。例えば、振動させる光学部材として、ローパスフィ
ルター以外のものを用いてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００８０】
　撮像素子の前方に配置される光学部材を振動させる機能を有しながらも、ライブビュー
画像の表示開始に遅れが生じないようにした撮像装置を実現できる。
【符号の説明】
【００８１】
１０１　交換レンズ
１０２　ＡＦ駆動部
１０３　ズーム駆動部
１０４　絞り
１０５　絞り駆動部
１０６　主ミラー
１０７　サブミラー
１０８　ペンタプリズム
１０９　焦点検出ユニット
１１０　フォーカルプレンシャッタ
１１１　シャッタ駆動回路
１１２　撮像素子
１１６　映像信号処理回路
１１８　モニタ
１２３　マイクロコンピュータ
１２４　操作回路
１３２　ローパスフィルター
１３３　ローパスフィルター駆動回路
２００　カメラ本体
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【図２】

【図３】
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【図４】



(15) JP 5294917 B2 2013.9.18

フロントページの続き

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｎ　　　５／２２２


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

